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研修地 班 日　　　程 募集人数

北海道 3班 10月 1日（火）～ 10月５日（土） 1　募集人数は各班４０人です。

２　４０人には、退職予定者以外の現職会員の募集枠の５人を含みます。

３　 最少催行人数は北海道、沖縄・屋久島等は２５人で、ニュージ－ランド
は２０人です。

ニュージーランド 4班 11月 2日（土）～ 11月 9日（土）

沖縄・屋久島等 5班 11月12日（火）～ 11月16日（土）

研修地 北海道（３班） ニュージーランド（４班） 沖縄・屋久島等（５班）
互 助 会 の
助 成 金 額

 （25,000円）
 50,000円

 （25,000円）
 50,000円

 （25,000円）
　50,000円

参 加 者 の
自己負担額

（121,000円）
 96,000円

（408,000円）
383,000円

（164,000円）
139,000円

研 修 費 用 146,000円 433,000円 189,000円

備　考 　   １ 互助会の助成金額及び参加者の自己負担額欄（　）内は、参加応募者数が募集人数に満たない場合に参加していただく退職予定者以
外で２回目の参加者に対する金額です。

２ 研修費用は松山発着としますので、松山空港までの費用は、参加者の負担となります。
３  単身参加者でホテルの宿泊室のシングルユースを希望された方は、北海道３１,５００円、ニュージーランド49,０００円、沖縄・屋久島等
３５,０００円の追加料金が必要となります。

４ 今後における航空運賃の改正などにより研修費用が変更されたときは、参加者の自己負担額も変更されます。

応募資格 備　　　　考
1　退職予定者

（１）退職予定者で、単身参加（現職会員本人のみの参加）又
は夫婦参加（現職会員とその配偶者の参加）を希望する方
とします。

（２）退職予定者としての２回目以降の応募もできます。

（１）の「退職予定者」とは、定年又は任期満了若しくは、任用期間満了により平成２７年
３月３１日までに退職予定日又は退任予定日が到来する方及び勧奨により平成２５年３月
３１日までに退職予定日が到来する方で、退職予定日又は退任予定日の年齢が満５０歳
以上の方をいいます。

（２）での参加者については、互助会の助成金はありませんので、研修費用の全額が自己
負担となります。

2　定年退職者・勧奨退職者

    定年退職又は勧奨退職した方は、退職後１年以内に実施
の職員研修事業に参加することができます。

平成２４年度に定年・勧奨退職した方は、平成２５年度の職員研修事業に参加できます。

3　退職予定者以外の現職会員

（１）過去（第１回～第２７回）の退職予定者研修（退職予定者
枠での参加を含む。）を除く研修事業に初めて参加する退
職予定者以外の現職会員とします。

（２） （１）の研修に参加したことがある退職予定者以外の現職
会員とします。

（２）の現職会員は、各班ごとに、参加応募者数が、募集人数に満たないときに参
加していただきます。

区　　　　分 宿泊室 備　　　　考
単身参加 ２人での相部屋

（シングルユースの希望者） （１人で１部屋）
参加申込時に希望してください。追加料金は北海道（３１,５００円）、
ニュージーランド（４9,０００円）、沖縄・屋久島等（３５,０００円）が必要です。

夫婦参加 夫婦で１部屋

全コース三食（朝・昼・晩）付き
全コースホテルは三ツ星☆☆☆クラス以上で豪華！！

❷ 費用

❸ 応募資格

❶ 日程・募集人数

❹ ホテルの宿泊室

全コース三食（朝・昼・晩）付き全コース三食（朝・昼・晩）付き
全コースホテルは三ツ星☆☆☆クラス以上で豪華！！

秋の北海道・初夏の　ニュージーランド・
沖縄・屋久島等

募集要領
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❻  申込期限

（1） 参加者の決定方法
参加応募者数が募集人数を超えたときは、抽選により参加者を決
定します。ただし、退職予定者の参加優先順位は、退職年度の
早い順とします。

（2）各班の催行の可否
参加応募者数が最少催行人数に達しない班は、原則として催行
を中止します。ただし、中止となった班への参加応募者は、催行
する班へ変更して参加していただけます。

（3） キャンセル料
出発日の３０日前以後にキャンセルの場合には、所定のキャンセル
料（研修費用の２０％～１００％）を申し受けます。

（4） 旅行の企画及び手配
北 海 道：（株）日本旅行
ニュージーランド：フジトラベル
沖 　  縄：（株）日本旅行

❼  その他

第２８回目を迎えた研修事業は、「北海道」、「ニュージーランド」及び「沖縄・屋久島等」の１班づつ合計３班を募
集します。募集要領は、２頁のとおりですので、会員のご応募をお待ちしています。
なお、テロ事件の発生など不測の事態が考えられる場合には、催行を中止する場合があります。

平成２５年７月３１日（水）までに、各所属所の互助会事務担当者（係）へ申し込んでください。
なお、参加者の決定は、平成２５年８月上旬を予定しています。

日次 日　　程 宿泊地

１日目 松山空港─────羽田空港─────新千歳空港 ─────砂川ハイウエイオアシス───── 層雲峡 層雲峡

2日目 層雲峡 ── 銀河・流星の滝──北きつね牧場 ── 網走市内（博物館網走監獄・オホーツク流氷館）──
オシンコシンの滝── ウトロ ウトロ

3日目 ウトロ 〰〰〰〰 ウトロ ──  知床峠 ──  羅臼 ── 標津 ── トドワラ──  摩周湖 ── 硫黄山── 阿寒湖畔 阿寒湖畔

4日目 阿寒湖 〰〰〰〰 阿寒湖 ────── 足寄 ────── 清水 ────── 夕張 ───── 札幌市内 札幌市内

5日目 札幌市内 ───── 小樽市内研修  ───── 新千歳空港 ───── 羽田空港   ───── 松山空港 （解　散）

●ニュ－ジ－ランド日程表【4班】
日次 日　　程 宿泊地

１日目 松山空港 ────────── 羽田空港 〰〰〰〰成田空港（ニュージ－ランドへ）──────────  （機内泊）

2日目 クライストチャーチ空港 ─────────── テカポ湖（湖畔散策） テカポ

3日目 テカポ湖 ──── マウントクック国立公園 ───── クイーンズタウン クイ－ンズタウン

4日目 クイーンズタウン ─ フィヨルド国立公園（ミルフォード・サウンド）─ テ・アナウ（土ボタル観賞） テ・アナウ

5日目 テ・アナウ ─ クイーンズタウン市内研修（アロータウン、ワイナリー、バンジージャンプサイト） クイ－ンズタウン

6日目 クイーンズタウン ─ クイーンズタウン空港 ─ オークランド空港 ─ オークランド市内研修 オークランド

7日目 オークランド ─ オークランド空港（帰国の途へ） ─ 成田空港（入国手続き、国内線へ）〰〰 羽田空港 羽田

8日目 羽田空港 ─────────────────── 松山空港 （解　散）

●沖縄・屋久島等日程表【5班】
日次 日　　程 宿泊地

１日目 松山市内 ─── JR福山駅 ─── JR鹿児島中央駅 ─── 鹿児島本港 ─── 種子島港 ─── 種子島 種子島

2日目 種子島 ─── 種子島研修（宇宙センター・千座の岩屋等） ─── 種子島港 ─── 屋久島港 ─── 屋久島 屋久島

3日目 屋久島 ── 屋久島研修（千尋の滝・白谷雲水峡等） ── 屋久島港 ── 鹿児島本港 ── 鹿児島空港 ── 
那覇空港 ── 石垣空港 ── 石垣島 石垣島

4日目 石垣島 ──── 石垣港 ──── 西表・小浜・由布・竹富４島めぐり ──── 石垣港 ──── 石垣島 石垣島

5日目 石垣島 ───── 川平湾グラスボード ───── 石垣空港 ───── 那覇空港 ───── 松山空港 （解　散）

●北海道日程表【3班】
❺  行程表

阿寒湖遊覧船

秋の北海道・初夏の　ニュージーランド・
沖縄・屋久島等

参加者
募集

知床観光船
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第２０回評議員会

事業会計の種類

１ 法人会計 （管理事業やその他法人全般に関する事項の会計）

２ 公益事業会計 （公益目的事業の実施に関する会計）

３ 給付事業会計 （現職会員の給付事業に関する会計）

４ 退職福祉事業会計 （退職会員の退職者医療給付事業に関する会計）

５ 共済事業会計 （現職会員の医療補助金の給付に関する会計）

６ 厚生事業会計 （現職会員等の福利保険及び受託事業に関する会計）

　

評
議
員
会
を
招
集
す
る
に
は
、

開
催
日
時
場
所
を
理
事
会
で
決
議

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
議
題
は
、

理
事
会
の
決
議
を
経
な
け
れ
ば
評

議
員
会
に
提
出
で
き
ま
せ
ん
。

　

新
法
人
か
ら
は
、
事
業
計
画
及

び
予
算
、
決
算
及
び
事
業
報
告
等

は
、
評
議
員
会
で
決
議
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

互
助
会
の
評
議
員
会
は
、
今
ま

で
は
理
事
会
の
諮
問
機
関
で
し
た

が
、
新
法
人
か
ら「
意
思
決
定
機

関
」と
な
り
ま
す
。

　

評
議
員
会
は
定
時
評
議
員
会
と

臨
時
評
議
員
会
が
あ
り
、
こ
の
う

ち
、
定
時
評
議
員
会
は
、
決
算
の

承
認
会
議
で
、
毎
事
業
年
度
終
了

後
一
定
の
時
期
に
開
催
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

平成２５年6月14日開催の第２０回評議員会において、
平成２４年度決算が承認されました。

平成２４年度決算の概要をお知らせいたします。

平成24年度決算承認
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（単位：円）

科　　目 合　　計 法人会計 公益事業会計 給付事業会計等 厚生事業会計

Ⅰ　収 入 の 部
基本財産運用収入   6,896 6,896  0      0     0

事 業 収 入 230,311,275             0     0   202,033,125    28,278,150

雑 収 入 　9,604,948        6,197             0    9,549,049 49,702

繰 入 金 収 入 11,004,529 0    1,004,529    10,000,000             0

準 備 金 取 崩 収 入 1,002,000             0    0    1,002,000             0

長期前受収益取崩収入 65,711,355 0 0 65,711,355 0

積 立 金 取 崩 収 入 374,322,671             0             0 374,322,671             0

当期収入合計（A） 691,963,674 13,093 1,004,529 662,618,200 28,327,852

前期繰越収支差額 93,409,565    47,972,726             0             0 45,436,839

収 入 合 計（B） 785,373,239    47,985,819   1,004,529 662,618,200 73,764,691

Ⅱ　支 出 の 部
事 業 費 432,156,462       0    1,004,529   431,151,933             0

管 理 費   139,632,778 14,114,383   0 103,003,124 22,515,271

繰 入 金 支 出 11,004,529 10,000,000   0             0 1,004,529

準 備 金 支 出 387,000             0             0  387,000             0

積 立 金 支 出 120,706,385     0             0 120,706,385             0

法 人 税 等 1,349,600     0             0 0 1,349,600

当期支出合計（C） 705,236,754 24,114,383 1,004,529   655,248,442    24,869,400

当期収支差額（A-C） △13,273,080 △24,101,290             0  7,369,758 3,458,452

次期繰越収支差額（B-C）    80,136,485    23,871,436             0  7,369,758    48,895,291

平成２４年４月１日から平成２５年３月３１日まで

総括表（収入） 総括表（支出）

事業費
432,156千円
（61.28%）

積立金支出
120,706千円
（17.12%）

準備金支出
387千円
（0.05%）

繰入金支出
11,005千円
（1.56%）

691,964千円 705,237千円

管理費
139,633千円
（19.80%）

法人税等
1,350千円（0.19%）

事業収入
230,311千円
（33.28%）

基本財産運用収入
7千円（0.01%）

雑収入
9,605千円
（1.39%）

繰入金収入
 11,005千円
 （1.59%）

準備金取崩収入
1,002千円 
（0.14%）

長期前受収益取崩収入
65,711千円
（9.49%）

積立金取崩収入
374,323千円
（54.10%）

収　支　計　算　書　総　括　表
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収
入
合
計
は
、掛
金
・
負
担
金
、積
立

金
・
長
期
前
受
収
益
引
当
取
崩
収
入

等
の
６
億
６
２
６
２
万
円
に
対
し
、支

出
合
計
は
、事
業
費（
給
付
金
）、管
理

費
等
の
６
億
５
５
２
５
万
円
で
す
。当

期
収
支
相
当
差
額
分
１
億
２
８
０
７

万
円
が
生
じ
ま
し
た
が
、給
付
事
業
会

計
不
足
金
補
て
ん
積
立
金
に
６
４
４
３

万
円
及
び
共
済
事
業
会
計
不
足
金
補

て
ん
積
立
金
に
５
６
２
８
万
円
充
当
積

立
を
し
た
た
め
、当
期
収
支
差
額
７
３

７
万
円（
退
職
福
祉
事
業
会
計
）を
計

上
す
る
こ
と
と
な
り
、こ
れ
を
次
期
へ

繰
越
し
ま
し
た
。

給
付
金
及
び
収
支
の
状
況
は
次
の

通
り
で
す
。

　

収
入
合
計
は
、基
本
財
産
運
用
収
入

等
の
１
万
３
千
円
で
、支
出
合
計
は
、２

４
１
１
万
円（
内
訳
：
防
災
グ
ッ
ズ
の
配

布
費
用
充
当
１
千
万
円
、東
日
本
大
震

災
被
災
者
救
援
と
し
て
寄
付（
え
ひ
め

笑
顔
の
助
け
合
い
基
金
へ
寄
付
）１
千

万
円
、管
理
費
等
）で
当
期
収
支
不
足

金
が
２
４
１
０
万
円
が
生
じ
た
の
で
、前

期
繰
越
収
支
差
額
を
取
崩
、全
額
を
補

て
ん
し
ま
し
た
。

法
　
人
　
会
　
計

公
益
事
業
費
１
０
０
万
４
千
円
の
支

出
が
あ
り
、厚
生
事
業
会
計
か
ら
同
額

を
繰
入
れ
て
当
期
収
支
差
額
は
０
円
と

な
り
ま
し
た
。

公
益
事
業
会
計

給
付
事
業
会
計
等

　

各
会
計
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。 各

事
業
会
計
の
概
要

給付事業等会計（支出）給付事業等会計（収入）
掛金収入
86,553千円
（13.06%）

負担金収入
115,480千円
（17.43%）

準備金
取崩収入
1,002千円
（0.15%）

積立金取崩収入
374,323千円
（56.49%）

繰入金収入
10,000千円（1.51%）

長期前受収益引当取崩収入
65,711千円（9.92%）

受取利息
9,549千円
（1.44%）

事業費
431,152千円
（65.80%）

管理費等
103,003千円
（15.72%）

準備金支出
387千円
（0.06%）

積立金支出
120,706千円（給付事業64,430千円 共済事業56,276千円）
（18.42%）

655,248千円662,618千円

（単位：円）
事　業　項　目 実　施　内　容 金　額

市町行政に協力したことにより被災した者及
びその遺族に対する援護に関する事業 なし 0

公立養護施設に対する奉仕事業 「すみれ荘」外２か所へ物品寄贈 293,220

閲覧図書の購入 「一般法人会計の実務」外 11,510

地域住民の自治意識の啓もうに関する事業 八幡浜市外３か所へ物品寄贈 399,799
市町又は市町職員が住民を対象として行う文
化活動に対する助成に関する事業 松前町外２か所へ助成 300,000

合　　　　計 1,004,529

 平成24年度公益事業実施状況一覧表 
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保険料手数料収入
28,278千円
（99.83%）

雑収入 
49千円
（0.17%）

管理費
 22,515千円
（90.53%）

法人税等
1,350千円（5.43%）

繰入金支出
1,004千円
 （4.04%）

厚生事業会計（収入） 28,327千円

厚生事業会計（支出） 24,869千円

　

収
入
合
計
は
、基
本
財
産
運
用
収
入

等
の
１
万
３
千
円
で
、支
出
合
計
は
、２

４
１
１
万
円（
内
訳
：
防
災
グ
ッ
ズ
の
配

布
費
用
充
当
１
千
万
円
、東
日
本
大
震

災
被
災
者
救
援
と
し
て
寄
付（
え
ひ
め

笑
顔
の
助
け
合
い
基
金
へ
寄
付
）１
千

万
円
、管
理
費
等
）で
当
期
収
支
不
足

金
が
２
４
１
０
万
円
が
生
じ
た
の
で
、前

期
繰
越
収
支
差
額
を
取
崩
、全
額
を
補

て
ん
し
ま
し
た
。

こ
の
会
計
は
、新
が
ん
保
険・共

済
グ
ー
プ
保
険・積
立
年
金
を
扱

う
会
計
で
、手
数
料
収
入
に
よ
り

運
用
し
て
い
る
収
益
事
業
で
す
。

収
入
合
計
は
２
８
３
３
万
円

で
、支
出
合
計
は
、２
４
８
７
万
円

で
当
期
収
支
差
額
３
４
６
万
円

が
生
じ
た
の
で
次
期
へ
繰
り
越
し

ま
し
た
。

厚
生
事
業
会
計

（単位：件、円）

項目　　　　　　　  区分 件　数 金　額

現
　
職
　
会
　
員

入院差額料補助金 　 260 5,507,755

入 院 見 舞 金 229  4,580,000

災 害 見 舞 金 2 100,000

結 婚 祝 金 240  6,885,000

出 産 祝 金   608 12,160,000

入 学 祝 金  1,434 35,850,000

銀 婚 祝 金 147  2,205,000

職員研修事業助成金 39 5,101,100

永 年 会 員 祝 金 980 11,370,000

死 亡 弔 慰 金 269 2,890,000

人間ドック等補助金 11,515 199,386,790

在 宅 看 護 見 舞 金 13  130,000

遺 児 奨 学 一 時 金  1 200,000

会 議 費 1   524,725

項目　　　　　　　  区分 件　数 金　額

現
　
職
　
会
　
員

介 護 休 暇 給 付 金 25 1,125,699

退 会 記 念 給 付 金 488 24,400,000

競 技 大 会 助 成 0 0

医 療 補 助 金 6,614 56,264,800

計 22,865 368,680,869

退
　
職
　
会
　
員

退 職 医 療 給 付 金 4,396 61,505,600

退職医療返還一時金 324  14,342,000

退職医療死亡弔慰金 7 475,464

退職医療脱退一時金 6 490,000

計 4,733 76,813,064

合　　　　　計 27,598 445,493,933

 平成24年度給付金の給付状況一覧表 

（単位：件、円）

区　　　　　分 件数 金　　　額

団

体

定

期

保

険

本
人
・
配
偶
者

死 亡 保 険 金 15 150,000,000

高度障害保険金 1 12,000,000

災 害 保 険 金 0 0

障 害 給 付 金 0 0

災害入院給付金 37 9,106,500

計 53 171,106,500

子

供

死 亡 保 険 金 0 0

高度障害保険金 0 0

災 害 保 険 金 0 0

障 害 給 付 金 0 0

災害入院給付金 0 0

計 0 0

療 養 給 付 プ ラ ン 92 9,831,566
医
療
保
障
保
険

死 亡 保 険 金 3 300,000

入 院 給 付 金 89 9,050,000

計 92 9,350,000

重 病 克 服 支 援 制 度 1 3,000,000

合　　　　　計 238 193,288,066

平成２４年度共済グループ
保険給付金給付状況一覧表
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共
済
グ
ル
ー
プ
保
険
の
募
集
を

左
表
の
日
程
の
と
お
り
実
施
い
た

し
ま
す
。

　

募
集
に
際
し
ま
し
て
は
、
募
集

担
当
保
険
会
社
の
職
員
が
皆
さ
ん

の
職
場
に
お
伺
い
し
て
、
ご
説
明

い
た
し
ま
す
の
で
、
是
非
、
こ
の

機
会
に
加
入
・
増
額
の
検
討
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

申

込

締
切
日

募

集

期

間

区

分
九
月
下
旬
予
定

八
月
下
旬 

〜九
月
上
旬

共
済
グ
ル
ー
プ
保
険

共
済
グ
ル
ー
プ
保
険

募
集
の
ご
案
内

互 助 会 の 概 況
（平成25年度5月末現在）

・所 属 所 数  42
・会　員　数 現職会員数 15,143 人
 退職会員数 3,790 人
・被扶養者数  17,477 人
・平均給料月額  317,223円

　伊予市住吉まつりの最期を飾る花火大会は２０００発の花火が打ち上げられ、一般席がある埠
頭は打ち上げ場所から近く、間近から多彩な花火を観る様は圧巻である。また、水中花火の轟音
もその一助であった。
　毎年、７月２８日、２９日に行われていた「伊予市住吉まつり」は、今年から『伊予彩まつり』と名
称を改め、毎年７月最終の土、日曜日に催行されることとなり、今年は７月２７日、２８日である。

水中花火（伊予市）

役
員（
市
町
長
の
職
に
あ
る

監
事
）の
就
任
に
つ
い
て

　

市
町
長
の
監
事
で
あ
っ
た
甲
岡

秀
文
鬼
北
町
長
が
平
成
25
年
３

月
28
日
任
期
満
了
で
退
任
し
、
後

任
の
監
事
の
選
任
に
つ
い
て
、
平

成
25
年
６
月
14
日
開
催
の
第
20
回

評
議
員
会
に
お
い
て
同
町
長
が
再

び
選
任
さ
れ
同
日
就
任
い
た
し
ま

し
た
。

　

任
期
は
前
任
者
の
残
任
期
間
と

な
り
ま
す
。

　がん保険を福利厚生事業の一環として会員の皆様に６月中旬から下旬にかけご案内いたして
おります。なお、詳しい内容については、下記にお問い合わせください。

発行所／一般財団法人愛媛県市町村職員互助会　松山市三番町5丁目13番地1　電話／089-945-4045　編集発行人／大西 猛
Eメールアドレス／e-ctv-gojyokai@tau.e-catv.ne.jp

互助会の厚生事業のがん保険のご案内！！

が ん 保 険

●募集代理店：南海放送サービス（株）　
　　　　　　　　〒790-0811 松山市本町１丁目２番３号
　　　　　　　 フリーダイヤル 0120－11－1136
●引受保険会社：アフラック（アメリカンファミリー生命保険会社）松山支社
　　　　　　　 〒790-0003 松山市三番町４丁目９番地６ NBF 松山日銀前ビル5F
　　　　　　　 TEL 089-933-7103
契約内容の照会・各種お問い合わせ　コールセンター（0120）－5555－95


